
  

 

 

平成 25 年 2 月 28 日 

各 位 

大 阪 市 中 央 区 瓦 町 三 丁 目 5 番 7 号 

株 式 会 社 ア ド バ ン ス ク リ エ イ ト                

代 表 取 締 役 社 長  濱 田  佳 治 

（コード番号 8798） 

（ 連 絡 先 ） 取 締 役  執 行 役 員  管 理 部 長  大 原  勲 

電話 06-6204-1193 

販売拠点再編に伴う特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年 2 月 28 日開催の取締役会において、下記概要の通り対面販売営業体制を大幅に見直

すことを決定いたしました。つきましては、当該営業体制見直しに伴い当第 2 四半期連結会計期間におい

て販売拠点再編に伴う特別損失を計上する見込みとなりました。 

また、平成 24 年 11 月 13 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。

なお、平成 25 年 9 月期第 2 四半期末並びに平成 25 年 9 月期末を基準日として予定する配当予想に修正は

ございません。 

 

記 

１．概要 

現行の対面販売拠点（2 月末現在 22 拠点）の内、商業施設系の販売拠点（2 月末現在 12 拠点）

を順次退去し、現在、都市圏のランドマークビル内に置いている地域の中核拠点に集約し、拠点の

名称をコンサルティングプラザと改称の上、平成 25 年 4 月末を目途に、対面販売拠点は「コンサ

ルティングプラザ」11 拠点、「サテライトプラザ」1 拠点、合わせて 12 拠点とする計画でありま

す。 

なお、今回の取り組みにかかる背景、目的の詳細につきましては本日発表しております「当社の

営業体制の充実に向けた取り組みにつきまして―販売拠点の再編―」をご参照ください。 

 

２．特別損失の計上について 

上記対面販売拠点再編に伴い、固定資産除却損、解約違約金等で店舗閉鎖損失として 158 百万円の特

別損失を計上する見込みであります。 

 

３．平成 25 年 9 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 第 2 四半期（累計）（平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり 四半 期純 利 益  

前回発表予想（Ａ） 
 

3,790  

 

580  

 

550  

 

310  

円  銭 

29.29  

今回修正（Ｂ） 3,790 580 550 211 19.94 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － ▲99 － 

増 減 率 － － － ▲31.9％ － 

（ご 参考 ） 前期 第２ 四 半期 実 績  

（平成 2 4 年 9 月期第 ２四半 期）  
3,490  494  480  242  22.84  

 



(２) 通期（平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
 

7,760  

 

1,380  

 

1,320  

 

750  

円  銭 

70.87 

今回修正（Ｂ） 7,760 1,430 1,370 681 64.35 

増減額（Ｂ－Ａ） － 50 50 ▲69 － 

増 減 率 － 3.6％ 3.8％ ▲9.2％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 9 月期）  
7,054  1,087  1,052  569  53.73  

 

(３) 修正理由（連結業績予想） 

平成 25 年 9 月期第 2 四半期連結累計期間の四半期純利益につきましては「２．特別損失の計上につ

いて」に記載の通り、店舗再編に伴う特別損失を計上することから、99 百万円減益の 211 百万円とな

る見込みであります。 

通期業績におきましては、当該営業体制の見直しにより販売拠点数が半減するも、各拠点の設備拡

充、人員配置の最適化等の諸施策により、一拠点あたり生産性の倍増が想定されます。さらに、過日

より推進しておりました「協業戦略（＝他代理店や保険会社との提携）」により、当社販売拠点が手薄

になる地域では、協業先との連携を強化し協業事業における収益機会が拡大すること等で、売上高に

与える影響は軽微であり、なおかつ、家賃及び時間外勤務費用等の一般管理費の削減が見込まれるこ

とから、営業利益及び経常利益の各利益段階で 50 百万円の増益となる見込みであります。また、これ

らの増益要因及び店舗再編に伴う特別損失の計上により、当期純利益は 69 百万円減益の 681 百万円と

なる見込みであります。 

 

４．平成 25 年 9 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 第 2 四半期（累計）（平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり 四半 期純 利 益  

前回発表予想（Ａ） 
 

3,580  

 

530  

 

510  

 

285  

円  銭 

26.93  

今回修正（Ｂ） 3,580 530 510 186 17.57 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － ▲99 － 

増 減 率 － － － ▲34.7％ － 

（ご 参考 ） 前期 第２ 四 半期 実 績  

（平成 2 4 年 9 月期第 ２四半 期）  
3,401  476  463  234  22.10  

 

(２) 通期（平成 24 年 10 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

                                   （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
 

7,450  

 

1,300  

 

1,250  

 

703  

円  銭 

66.43 

今回修正（Ｂ） 7,450 1,350 1,300 634 59.91 

増減額（Ｂ－Ａ） － 50 50 ▲69 － 

増 減 率 － 3.8％ 4.0％ ▲9.8％ － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 9 月期） 
6,862  1,051  1,021  544  51.42  

 

(３) 修正の理由（個別業績予想） 

個別業績の業績予想は、上記の連結業績の修正理由と同一事由によります。 

 

※  上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大

きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


